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　数カ月前、当科の前教授の退任祝賀会が
ありました。来賓の他科（女性が比較的多
い科）の先生にご挨拶に行くと、「先生、
見て、ほとんどが男性。これはまずいんじゃ
ない？」とおっしゃったのです。私にとっ
てはあまりにも当然の景色だったので、い
かに自分が男性ばかりの業界に慣れている
か改めて気づかされました。
　2023年5月、日本股関節学会の海外研修
制度で、フランスの病院を見学する機会が
ありました。ヨーロッパでもトップレベル
の規模であるパリの小児病院の整形外科は、
主任教授は女性、その他の主要スタッフも
約半数が女性でした。小児整形外科は日本
でも女性が多い分野ですが、それでも世界
との差は歴然です。
　2022年12月、第34回日本整形外科学会骨
系統疾患研究会の会長を拝命しました。調
べてみると、日整会の名で行われる会で女
性が会長を務めたのは初めてのことでした。
　5年ほど前から、「女性整形外科医」とい
うくくりで、いろいろな仕事やチャンスを
いただくことが増えました。逆差別と感じ

ることもあり、正直なところ居心地はよく
ありません。ただ、今はまだそうでもしな
いと女性の活躍を引き出せないとも感じま
す。それでも、私が整形外科医になった
2000年ごろに比べれば、女性整形外科医の
数は増え、妊娠、出産、子育てを経てのキャ
リア継続についても、ずっと環境はよくなっ
ているとも感じます。これは、女性整形外
科医の絶対数の増加、キャリア継続に対す
る意識の変化のみならず、社会全体の変化、
それに伴う男性整形外科医の意識の変化に
よるところも大きいと思います。
　女性医師が活躍するために大切なのは、
長期的なキャリアを見据えた本人の意識・
戦略と周囲の環境ですが、個人的に一番鍵
となると思うのは、指導者層の医師、現時
点では大多数が男性を占めるトップ層の意
識だと思います。大学でも病院でも学会で
もその中心的存在の先生方です。組織の
トップの意識はとても大切です。「女性」
という枠組みのみならず、多様性を理解し、
それを受け入れ、多様性のある組織を育て
ることができる、そのようなトップがこの
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日整会の中に増えることを願ってやみませ
ん。
　最後に、女性に限らず若い先生方にお伝
えしたいのは、前回134号のJOYFUL通信
で中島祐子先生が書かれていること、特に

「自分が他の先生よりもちょっと得意と思
える分野を見つけること」です。これがあ
ると、仕事によりやりがいが感じられて、
楽しい整形外科医人生を送れると思います。
誰もが輝ける日整会になるように、私も精
進していきたいと思います。

2022年12月、第34回日本整形外科学会骨系統疾患研
究会にて（後列左から2人目が筆者）

東川 晶郎
働き方改革委員会　委員長

II 働き方改革に向けての実務
　~ 2024 年 4 月に向けて取り組むべき実務 ~

1．2024年度から開始される医師の時間外
労働上限規制

　2018年6月に働き方改革関連法が成立し、
大企業では2019年4月、中小企業では2020
年4月より時間外労働の上限規制が導入さ
れた。運送・物流、建設業などとともに時
間外労働上限規制が猶予されていた医師に
関しても、いよいよ2024年4月1日より上限
規制が適用される。医業に従事する勤務医
の時間外・休日労働時間は、原則として年
間960時間が上限となる（A水準）。
　しかし医療機関で果たす役割や業務の種
類によってはA水準での時間外労働の上限
規制に対応するのが難しい場合がある。例
えば緊急性の高い救急医療（地域医療）に
従事しているケース（B水準、連携B水準）
や、長時間集中的に経験を積む必要のある
臨床研修医・専攻医（C-1水準）、特定の高
度な技能の修得のため集中的に長時間修練
する必要のあるケース（C-2水準）である。
これらの場合は、その理由に応じて、都道
府県から指定を受けることにより、時間外・
休日労働時間の上限が年1860時間となる。
都道府県からB、連携B、C-1、C-2の各水
準の指定を受けるためには、各医療機関は
事前に医療機関勤務環境評価センター（評
価センター）に医師労働時間短縮計画案な
どの必要書類を提出して評価を受ける必要
がある。2024年4月からA水準以外の水準
を実施するためには、本誌が発行される頃
には評価センターへの必要書類の提出が完
了している必要がある。
　なお、A水準を含めいかなる水準であっ
ても、法定労働時間（1日8時間、1週間で
40時間）を超えて時間外・休日労働を命じ
るためには、各医療機関で36（サブロク）
協定（労働基準法36条に基づく労使協定）
を締結し、所轄の労働基準監督署へ届け出
なければならず、届出をしないまま法定労
働時間を超えて労働させると「労働基準法
違反」になることに留意されたい。

2．医師の労働時間、自己研鑽の把握
　医師の出退勤や時間外労働を把握する方
法として、かつては出勤簿の使用（紙運用）
が主流だったが、近年はICカードを使っ
た勤怠管理システム、位置情報を使った管
理システムを導入する医療機関が増えてい
る。医療機関において勤怠管理システムを
活用するメリットは、さまざまな勤務形態
に対応し勤怠の確認や集計が効率化できる
ことや、正確な労働時間が把握できること、
スタッフの勤務状況をリアルタイムで確認
できることが挙げられる。
　医師の労働時間の把握において、所定労
働時間外に行う自己研鑽は、本来業務と直
接の関連性なく、かつ、業務の遂行を指揮
命令する上司の明示・黙示によらず行われ
るもので、一般的には労働時間に該当しな
いとされる。所定時間外に院内に滞在する
医師の行う作業が自己研鑽にあたるか業務
にあたるかの基準が、厚生労働省より2019
年7月1日付基発0701第9号として通知され
ており、各医療機関において所定労働時間
外の自己研鑽に関するルールを明確にする
ことが求められている。

3．宿日直許可について
　医師の労働時間を考える上で重要なのが、

令和5年10月15日発行　　第135号 令和5年10月15日発行　　第135号6

仕上サイズ
データ 登録
383
267
左アキ

383
267
左

天地
左右
アキ

謝
花

4

P
02E
1

CC2022

135号_001-008_4.indd   6135号_001-008_4.indd   6 2023/10/04   17:032023/10/04   17:03


